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次号予告
編集後記

特集

訪問看護師出向事業の 
成果と展望
訪問看護出向事業とは、病院の看護師が一定期間、地域の訪問看護
ステーションに出向（在籍出向）し、訪問看護の一連の業務を実践する
ことでさらなる看護スキルを獲得でき、またステーション側にとっても多
様な人材育成につながる新たなしくみです。本特集では、出向事業の
背景や目的、そしてモデル事業の成果、ガイドラインの内容を紹介。ま
た、実際にモデル事業に参加した全国の訪問看護ステーションの立場
から見た評価やメリットについても、現場からの率直な声をお届けしま
す。

訪問看護出向事業の意義と成果◉荒木暁子
コーディネーターからみた訪問看護出向事業
◉石丸敏子
【Q&A】�訪問看護ステーションからみた事業の 

成果と今後への期待
❶訪問看護ステーションひよどり富山◉西井和実
❷よしの訪問看護ステーション◉横尾智子
❸訪問看護ステーション碧い音◉小原敦子
❹訪問看護ステーションやまがた◉山川一枝
❺訪問看護ステーション晴◉赤瀬佳代
❻訪問看護ステーションかさま◉海藤佐代子
【資料】訪問看護出向事業ガイドラインとは
◉本誌編集室

新連載まんが
ふんばる患者とがんばるナースをつなぐ ケアの歳時記
◉たむらあやこ
特別記事
訪問看護ステーション連携事業を大学から支援する
◉杉本みぎわ・尾形由起子

年 月号

※一部変更となることがあります。

今年3月末のこと。「何か新しいこと
を始めよう」。そう思いまして、4月1

日から日記をつけてみることにしました。
１～2行の日もあれば、ズラズラと書き連
ねる日もある不安定さで、「記録」とはな
かなか言い難いのですが、今のところ
続いています（3日坊主にならないなん
て我ながらすごい）。●そんな日記を読
み返すと、4月2日、今号特集について
谷口先生と打ち合わせています。そして

「知らないことばかり」と、医療的ケアを要
する子どもをめぐるテーマへの理解の浅
さを綴っていました。それから数か月が
経ち、編集後記を書いている今も「知ら
ないことばかり」です。しかし、まだこの領
域は十分に整備されていないこと。それ
でも、現場の方々の地道な取り組みが
あって、地域の子どもたちを支援する仕
組みになっていくことが、皆さんの原稿
から見えてきました。「連携が必要」という 
当たり前の主張が、自分のなかで現実
味を帯びたような感覚。まだまだ取り扱
いきれないこのテーマ。次はどのようなか
たちがいいのか、検討中です。…小池

うりずんは、「子どもたちが友だち
と楽しく遊び、両親は介護から

離れひと休みできる場所」として、設
立６年目を迎えた栃木の認定 NPO
法人（髙橋昭彦理事長）です。その
会報で輝く子どもたちの笑顔に、大
人たちこそ支えられていることを実感
します。弱さは強さだし、逆もそう。
どちらかだけってあり得ないのです
ね。●６年ぶりに本誌に帰任しまし
た。月刊誌が皆様のお役に立てるよ
う努めます。…青木
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